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岡山県内で整備が進められている地域高規格道路事業（美作岡山道）を対象に，設計段階で

整備された CIM モデルを活用し，AR 技術（拡張現実）により道路完成後の姿を現地で可視化す

る取組を報告する。施工開始直後の現地状況に完成後の道路形状を重ね合わせ、タブレット端

末を用いて児童に分かりやすく提示した。現場見学会では、道路線形や構造物の役割に対する

理解促進、インフラ整備への関心喚起、学習効果について確認する。 
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１．はじめに 

(1) 背景・目的 

 道路建設事業（図-1）では、事業の目的や
完成後の姿を地域住民に分かりやすく説明し，
事業への理解を得ることが重要である。しか
し、従来の説明では平面図や専門用語を用い
ることが多く、専門知識を持たない一般市民
にとっては、完成後の道路空間や構造物の役
割を具体的にイメージすることが難しい場合
があった。 

一方、近年は CIM モデルの整備や AR 技術の普
及により、設計・施工段階で作成された 3 次
元データを，施工管理や関係者協議だけでな
く，広報や教育の場面にも活用できる環境が
整いつつある。 

本取組は、設計段階で作成された CIM モデ
ルを AR 技術により現地で可視化し、道路完成
後の姿を直感的に示すことで，公共事業への
理解促進を図ることを目的とした。また、校
外学習として実施される現場見学に適用し、
児童を対象とした学習支援やインフラ分野へ
の関心喚起に対する有効性を確認することを
目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図-1 美作岡山道路 事業計画 
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(2) 概要 

本業務では、設計段階で整備された CIM モ
デル（図-2）を基に，AR 技術を活用した道路
建設事業の可視化資料を作成した。 

具体的には、施工開始直後の現地状況に対
して、完成後の道路形状を 3 次元で重ね合わ
せて表示し、タブレット端末上で確認できる
環境を整備した。児童を対象とすることから
ゴーグル型デバイスの使用は控え，安全性や
操作性に配慮した運用とした。 

また、現場見学の機会を仮橋架設時期と合
わせたことで、道路線形や構造物の役割をよ
り直感的に理解できる環境を提供でき、参加
者からの反応について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 今回使用した CIM モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 現場見学の場所 

２．準備・計画・実施 

(1) 事前説明会 

今回、見学会に協力して頂く、赤磐市立城
南小学に出向き、教頭および教諭 CIM モデル
や当日使用する機器を見て頂き、AR 技術の説
明を行い、今後の段取りについて確認した。 

AR 技術を用いた可視化手法 

設計段階で作成された道路や構造物の形状な
ど、完成後の道路情報を含む 3 次元データ CIM
モデル活用した。これらのデータを AR 表示用
に調整し，タブレット端末上で現地映像と重
ね合わせて表示できるようにして現場見学を
行います。 

近年、教育現場でも推進されているデジタル
技術を活用する教育 DX（Digital 
Transformation：ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の一
環にも合致すると考えます。 

今回の現場見学会、対象となる児童は、日常
生活や通学時に現地周辺の景色を目にしてい
るため専門的な説明に先立ち、「ここに道路
ができる」という完成イメージを視覚的に示
すことが有効であると考えます。本手法は、
説明者の専門的な知識を補完し、参加者の理
解を助けるコミュニケーションツールとして
活用します。 

(2) AR データの作成 

AR データの作成にあたっては，3D モデルの
内、現場見学会の実施地点から視認できる範
囲を抽出し、AR システム用データとして調整
した。対象範囲は，黒木高架橋および滝山川
橋（仮橋）周辺より児童が現地で実際に見て
いる景色と，完成後に整備される道路構造物
の位置関係をタブレット端末上で確認できる
ようにした。 

過年度業務で作成された 3D モデルは，設計
や施工検討を目的とした詳細なデータである
ため、そのまま AR 表示に用いると、端末の処
理負荷が大きくなる可能性がある。 

そこで、現場見学で必要となる構造物や道
路形状を中心に抽出し、表示対象を限定する
ことで、タブレット端末上で円滑に閲覧でき
るよう調整した。また、児童が完成後の姿を
直感的に理解できるよう，道路線形や橋梁形
状など，現地で説明する内容と関連の深い要
素を優先して表示した。 

現場見学会（図-3）では，城南小学校 3 年
生 14 名より、1 台の AR システムを 2～3 名程



度で利用する計画とした。そのため、AR シス
テムは合計 5 台を準備した。使用した AR シス
テムは、タブレット端末を用いた 2 種類のア
プリケーションで構成した．児童を対象とす
ることから，装着型のゴーグルデバイスは使
用せず、安全性や操作性に配慮してタブレッ
ト端末による閲覧方式を採用した。(表-1) 

表-1 使用した機器 

機種 台数 構成 

TerraceAR 3 台 iPad Pro 単体 

外部機器を必要としないため，準備や操作が比
較的容易であり，短時間の現場見学会に適してい
る。 

SITE-VISION 2 台 iPad Pro＋GPS アンテナ 

位置情報を活用して AR モデルを現地に重ね合わ
せることができ，完成後の構造物と現地との位置関
係を把握しやすい 

 

 

(3) 現場見学会 

 現場見学会は 2026 年 2 月 2 日に実施した 

 

 

 

 

 

 

図-4 仮橋（滝山川橋）AR 画像 

 

 

 

 

 

 

図-5 黒木高架橋 AR 画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 現場見学の様子 

 



(4) 広報活動 

 岡山県土木部の「facebook」への掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https://www.facebook.com/pref.okayama

.doboku） 

３．新規性と展開可能性 

本取組の新規性は、CIM・AR 技術の活用対象

を施工者や発注者に限定せず、教育 DX の一環

として児童への説明や教育支援に拡張した点

にある。（表-2） 

CIM モデルは、設計や施工の高度化を目的と

して整備されることが多いが、本業務ではそ

れを広報活動資料として再利用、社会的説明

責任の向上に活用した。さらに、児童向けの

校外学習に適用することで、土木分野や交通

インフラに対する興味・関心を醸成する効果

が期待できる。 

発注者、学校関係者が利用しやすく、他事

業への展開や工事進捗に応じた継続的な活用

が可能となる。このため、道路事業に限らず

河川、橋梁、都市施設など、他のインフラ分

野への応用性も高いと考えられる。 

表-2 新規性と展開可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

(1) 今後の課題 

学校教育とのさらなる連携が挙げられる。
AR を用いた現場見学は，社会科や総合学習な
どの教育活動と親和性が高く、インフラ整備
の役割や地域づくりを学ぶ教材として活用で
きる可能性がある。そのためには、児童の発
達段階に応じた説明資料やワークシートの整
備、教員との事前調整が重要となる。 

また、ハード面における利用しやすさの向上

も必要である。サブスクリプション形式で使

用できる環境を整備することで、発注者、学

校関係者が利用しやすく、他事業への展開や

工事進捗に応じた継続的な活用が可能となる 

(2) まとめ 

岡山県内の地域高規格道路事業を対象に、
CIM モデルと AR 技術を活用して完成後の道路
形状を現地で可視化し，児童向け現場見学支
援に適用した取組を報告した。 
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